
ワンウェルフェア大会・学会 2026
〜 人と環境・動物問題における連携 〜

身近な人の変化にみんなで早期に気づいて声かけする　あたたかい地域づくりを目指しませんか

2026 年 10 月 3 日（土）・4 日（日）　みなかみ町中央公民館 ＋ ZOOM

「人、動物、地域に向き合う多頭飼育対策ガイドライン－社会福祉と動物愛護管理の多機関連携に向けて－」が策定され 4 年。自治体等が
取り組んできた動物問題対策・予防対策について、多職種でこれからを考える 2 日間です。

こんな場面の対応を普及啓発しています
現場でよくある 9 つのお悩みを、多職種の視点から考えます

入院・入所時のペット対応 ペットのいる方の終活支援 近所の野良猫・餌やり問題

ペットロス 終生飼養 ゴミ屋敷・多頭飼育崩壊

災害時のペット対応 動物虐待の背景 適正飼育

PROGRAM　講演・シンポジウム（予定）

13:45 〜
14:25

★ 行政講演

人と環境・動物問題における多職種連携
環境省：動物愛護管理室長補佐　佐藤啓一郎氏（オンライン）
厚生労働省：地域福祉課課長補佐　梁瀬晃氏（オンライン）

14:35 〜
16:05

★ 基調講演

多職種連携と個人情報取扱い等の留意点
講師：東京八丁堀法律事務所　弁護士　八杖友一氏

16:15 〜17:45

シンポジウム｜連携事例から学ぶ人と環境・動物問題
報告：志村陽一氏（群馬県地域生活定着支援センター）
報告：沼賀英理子氏（群馬県行政書士会・行政書士高崎事業協同組合ペット法務
部）、その他

2 日目｜一般演題（予定）　10/4（日）　10:00〜12:30

✓ 伊藤香苗氏（群馬・コミュニティナース）「精神疾患患者の
野良猫繁殖事例への介入」
✓ 岡村幸浩氏（栃木・ReHOPE 小山　施設長）「ホスピスにお
けるペット対応と課題（仮）」

✓ 吉住直子氏（栃木・れもん在宅クリニック　医師）「訪問診
療におけるペット対応と課題（仮）」
✓ 飯島浩美氏（静岡・動物愛護推進員）「地域での連携問題に
ついて」

会場
みなかみ町中央公民館 大会議室 A
群馬県利根郡みなかみ町後閑 321-1

JR 上毛高原駅よりバス 30 分／後閑駅徒歩 3 分

参加費

会場　2,000 円
ZOOM　1,500 円
（会員 500 円引）
実費相当・非営利で運営しています
※Peatix 不可の場合、HP 問合せより「名前・メール・電話・職種・どこで知っ
たか・支払方法」を送信の上、ゆうちょ銀行一三八支店 1283658 へお振込みく
ださい

定員
会場 50 名／ZOOM 各若干名

申込締切
10/3（土）大会当日まで
Peatix にて先着順

参加対象者
地域包括支援センター職員、介護支援専門員、行政職員、成
年後見関係職員、社会福祉協議会職員、社会福祉関係者、動
物愛護推進員、動物愛護ボランティア等どなたでも

後援
関東環境局、群馬県社会福祉協議会、群馬県社会福祉士会、群馬県介護支援専門員協会、利根沼
田介護支援専門員協会、群馬県相談支援専門員協会、日本ソーシャルワーク教育学校連盟（調整
中）、その他

一般社団法人ワンウェルフェアとは
2021 年に人の福祉職と動物職が協働して設立した法人です
https://awn.sub.jp/onewelfare/

お申込みはこちら　　https://one-welfare-taikai20261003.peatix.com
一般社団法人ワンウェルフェア事務局　　Email：one.welfare.assoc@gmail.com


